
■
「
子
育
ち
を
支
え
つ
な
ぐ
地
域

の
連
携
」
＝
参
加
者
56
人
。
現
在

の
受
け
皿
不
足
（
人
員
も
保
育
所

な
ど
の
施
設
も
）
や
各
機
関
が
問

題
を
抱
え
込
ん
で
情
報
共
有
が
で

き
て
い
な
い
問
題
を
急
ぎ
解
消
し

て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

■
「
災
害
・
防
災
」
＝
東
日
本
大

震
災
か
ら
３
年
。
災
害
時
に
子
ど

も
を
ど
う
守
る
か
。
避
難
経
路
の

見
直
し
、
防
災
頭
巾
・
ビ
ー
チ
サ

ン
ダ
ル
の
完
備
（
す
ぐ
履
い
て
す

ぐ
逃
げ
る
）
な
ど
、
数
多
く
の
実

践
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
78
人
。

■
「
人
権
を
大
切
に
、
と
も
に
育

つ
保
育
」
＝
「
否
定
せ
ず
肯
定
す

る
。
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
止
め

る
」
「
子
ど
も
の
行
動
に
は
必
ず

意
味
が
あ
る
。
そ
れ
を
読
み
取

る
」
な
ど
。
人
権
尊
重
の
意
味
、

接
し
方
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

69
人
。

■
「
障
害
児
保
育
、
気
に
な
る
子

へ
の
支
援
」
＝
子
ど
も
の
「
困
っ

た
感
」
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
支

援
の
手
立
て
が
見
え
て
く
る
。
発

達
支
援
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
講

師
の
説
明
が
分
か
り
や
す
く
好

評
。
参
加
者
２
３
８
人
。

■
「
幼
稚
園
」
＝
「
新
制
度
」
の

中
で
、
幼
保
連
携
型
こ
ど
も
園
の

認
可
基
準
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
幼
稚
園
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
新
制
度
」
に
関
す
る
職
場
学
習

会
を
開
催
し
て
い
る
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
財
源
の
確

保
・
職
員
配
置
基
準
の
改
善
、
待

機
児
童
解
消
の
た
め
の
面
積
基
準

の
緩
和
反
対
な
ど
、
自
治
労
本
部

に
取
り
組
み
強
化
を
求
め
る
意
見

も
。
参
加
者
41
人
。

■
「
『
食
』
の
対
応
」
＝
参
加
者

（
調
理
員
）
の
感
想
を
掲
載
し
ま

す
。
「
乳
児
の
食
育
に
つ
い
て
、

保
育
士
が
紙
芝
居
・
絵
本
・
歌
な

ど
を
通
し
て
上
手
に
食
育
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
職

種
は
違
っ
て
も
子
ど
も
を
想
う
気

持
ち
は
一
緒
で
す
」
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
議
論
。
参
加

者
１
２
６
人
。

■
「
学
童
期
に
携
わ
る
指
導
員
へ

の
現
場
支
援
」
＝
現
場
で
す
ぐ
生

か
せ
る
講
演
が
好
評
。
具
体
的
な

困
難
ケ
ー
ス
ご
と
に
、
子
ど
も
・

保
護
者
・
指
導
員
の
信
頼
関
係
づ

く
り
の
た
め
の
実
践
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
45

人
。

■
「
保
育
の
質
の
向
上
〜
保
育
労

働
者
（
正
規
・
非
正
規
）
の
処
遇

改
善
と
組
織
化
」
＝
全
国
の
事
例

を
紹
介
し
、
非
正
規
職
員
の
組
織

化
や
処
遇
改
善
た
め
の
活
動
ノ
ウ

ハ
ウ
や
情
報
を
交
換
。
「
非
正
規

の
組
織
化
は
、
保
育
の
質
の
向
上

の
た
め
に
必
要
」
で
あ
る
こ
と
を

参
加
者
で
確
認
し
ま
し
た
。
参
加

者
49
人
。

■
「
保
育
制
度
改
革
」
＝
「
新
制

度
」
を
中
心
に
学
習
。
行
政
報
告

（
厚
労
省
）
に
続
き
、
自
治
労
本

部
が
基
調
提
起
。
質
問
・
意
見
も

多
数
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
保
育
士
だ
け
で
は
な
く
、
事

務
方
の
苦
労
や
自
治
労
の
取
り
組

み
を
知
り
、
こ
の
問
題
を
広
い
視

野
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」
。
参
加
者
２
７
１
人
。

■
「
自
治
労
の
保
育
運
動
」
＝
自

治
労
の
保
育
３
原
則
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
公
立
保
育
所
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
習
。
反
響
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
藤
沢
市
の
特
別
報

告
「
公
立
保
育
所
の
将
来
像
獲
得

を
か
け
た
取
り
組
み
」
で
し
た
。

こ
の
他
、
民
営
化
を
進
め
る
当
局

に
対
す
る
組
合
の
あ
り
方
（
県
本

部
と
の
連
携
）
、
施
設
の
建
て
替

え
予
算
の
確
保
な
ど
で
質
問
も
。

参
加
者
１
８
３
人
。

■
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童

館
〜
新
制
度
に
対
す
る
自
治
労
の

取
り
組
み
」
＝
国
は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
新
基
準
を
示
し
、
各
自

治
体
も
条
例
改
正
に
動
き
出
し
ま

し
た
。
議
会
傍
聴
や
議
員
か
ら
の

情
報
収
集
を
含
め
、
条
例
の

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
「
新
制
度
」
は
、

組
合
で
も
十
分
な
学
習
が
重
要
と

も
。
参
加
者
45
人
。

■
「
臨
時
・
非
常
勤
職
員
」
＝
自

治
体
職
場
で
、
特
に
非
正
規
職
員

の
比
率
が
高
い
の
が
保
育
・
学
童

現
場
。
「
非
正
規
職
員
の
組
合
を

結
成
す
る
方
法
は
？
」
「
組
合
加

入
を
ど
う
呼
び
か
け
る
か
」
な
ど

の
質
問
に
豊
富
な
実
例
報
告
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

者
30
人
。

■
「
保
育
現
業
」
＝
自
園
調
理
９

割
を
占
め
る
保
育
所
給
食
に
も
、

コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に
外
部
委
託

が
増
加
。
対
抗
策
と
し
て
「
食
育

の
推
進
」
「
自
分
た
ち
の
仕
事
を

地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
「
市

役
所
お
仕
事
展
」
や
市
民
む
け
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
取

り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
62
人
。

2014年７月11日～13日　 第35回  全国保育集会 in埼玉
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いろどり

sスカートの裾はサクラ
ソウ（埼玉県花）。暑い
ハート（太陽）を持って
いる、お芋の妖精です。
（サツマイモは江戸時代
から川越周辺で盛んに
栽培されてきました）
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大宮ソニックシティ大ホール　13時30分～

９つの分科会　さいたま市内各会場

■歓迎アトラクション「秩父屋台囃子」
■あいさつ・基調提起
■記念講演「保育・教育職場で働くあなたに贈る音楽」
　ピアニスト　島筒英夫さん（ピアノ弾き語り演奏）
　※「さよならぼくたちの保育園」など保育・幼児教育の
　　現場ではおなじみの作曲家

　 子どもの未来を彩ろう
集おう  語ろう  彩の国

埼玉県現地実行委員会は全国から参加する働く仲間を大歓迎します

そしてあなたの参加をお待ちしています

１．子育ちを支えつなぐ地域の連携　２．災害・防災　３．人権

を大切に、ともに育つ保育　４．障害児保育、気になる子への

支援　５．幼稚園　６．『食』の対応　７．学齢期に携わる指導

員への現場支援　８．保育の質の向上～保育労働者（正規・非

正規）の処遇改善と組織化　９．保育制度改革

分科会

１．自治労の保育運動　２．放課後児童クラブ・児童館　３．臨

時・非常勤職員　４．保育現業

ステップアップ講座

Ａ．多様な保育～地域から求められる子ども・子育て支援～　

Ｂ．社会的擁護　Ｃ．幼児期と学童期の接続　Ｄ．メンタルヘ

ルス　Ｅ．保護者対応

ワークショップ

ア．いがまんじゅう作り　イ．運動あそびⅠ 日常保育から運動

会へ　ウ．運動あそびⅡ すべての子どもを運動好きに！

フィールドワーク

エ．（県西）原爆の図丸木美術館見学と小江戸川越蔵の街散策

　オ．（県東）映画「のぼうの城」の舞台忍城とさきたま古墳の

歴史探訪　カ．（県北）秩父長瀞ライン下りとうどん作りの体験

7月11日（金）〈1日目〉全体会

7月12日（土）〈2日目〉

7月13日（日）〈3日目〉

テーマ

■全国保育集会の全体集会（７
月11日）で総合司会として活躍
したのは、渋谷香織さん（越谷
市職・児童発達支援センター）
と森川裕也さん（北本市職労・
栄保育所）のお二人の保育士さ
ん。本当にお疲れ様でした。

玉
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た

全
国
保
育
集
会
に
、
全
国

か
ら
ご
参
加
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
の
後
、
お
元
気
で

す
か
。

　

集
会
初
日
の
７
月
11
日
、
全
体

集
会
が
開
か
れ
た
「
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
」
大
ホ
ー
ル
は
、
１
３

０
０
人
の
参
加
者
で
大
賑
わ
い
で

し
た
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

「
秩
父
屋
台
囃
子
」
、
自
治
労
本

部
の
荒
金
廣
明
副
委
員
長
・
埼
玉

県
本
部
の
持
田
明
彦
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
に
続

き
、
「
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
の

質
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
リ
レ
ー

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
育

現
場
と
保
護
者
の
立
場
か
ら
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
」
（
２
１
０
５
年
４

月
施
行
）
を
前
に
有
意
義
な
内
容

に
な
り
ま
し
た
。―

そ
れ
に
し

て
も
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
島
筒
英
夫

さ
ん
の
ト
ー
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
は

良
か
っ
た
で
す
ね
。

　

あ
ふ
れ
る
優
し
さ
と
勇
気
に
、

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

「子どもの未来 彩る運動を」

「
さ
よ
な
ら
ぼ
く
ら
の
保
育
園（
幼
稚
園
）」を
、作
曲
者
の
島
筒
英
夫
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
う
埼
玉
の
組
合
員
。全
国
か
ら
の
参
加
者
と
合
唱

（
写
真
右
下
）=「
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ティ
」で
７
月
11
日

自
治
労
第
　
回
保
育
集
会埼

35

総合司会で活躍
森川 ・渋谷 

  

い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

　

埼
玉
県
羽
生
市
な
ど
北
埼
玉
地

域
の
郷
土
料
理
「
い
が
ま
ん
じ
ゅ

う
」
は
、
栗
の
イ
ガ
の
よ
う
に
赤

飯
で
分
厚
く
覆
わ
れ
た
饅
頭
。
参

加
者
37
人
が
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
「
作
る
・
味
わ
う
」
を
体

験
し
た
。
＝
写
真
上

　

保
育
所
調
理
員
も
多
数
参
加
し

た
会
場
で
は
、
「
い
が
ま
ん
じ
ゅ

う
」
が
蒸
し
上
っ
た
瞬
間
、
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
「
お

や
つ
で
も
饅
頭
を
出
し
て
い
る

が
、
赤
飯
を
包
む
発
想
が
面
白

い
」
「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

作
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
感
想

も
。
同
時
に
作
っ
た
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

う
ど
ん
も
好
評
で
し
た
。

  

運
動
あ
そ
び
Ⅰ

  

日
常
保
育
か
ら
運
動
会
へ

　

参
加
者
83
人
が
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
運
動

あ
そ
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
実
践
に
活
用
で
き
る
ダ
ン

ス
・
マ
ス
ゲ
ー
ム
も
多
数
紹
介
。

楽
し
く
体
感
で
き
ま
し
た
。
「
日

頃
の
仕
事
の
疲
れ
を
忘
れ
て
楽
し

め
た
」
と
い
う
声
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。
＝
写
真
左
上

  

運
動
あ
そ
び
Ⅱ

  

す
べ
て
の
子
ど
も
を
運
動
好
き
に

　

参
加
者
92
人
。
ス
ク
ー
ル
形
式

で
講
師
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
お
話

と
ス
ク
リ
ー
ン
で
身
体
の
動
き
を

学
習
。

「
片
足
を
ケ
ガ
し
た
熊
」
と
い

う
設
定
で
四
つ
這
い
で
進
む
例
か

ら
、
腕
・
肩
・
足
の
筋
力
が
つ

き
、
そ
し
て
足
を
広
げ
て
進
む
こ

と
で
跳
び
箱
を
飛
ぶ
力
が
付
く
こ

と
な
ど
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と

で
身
体
に
力
が
付
い
て
い
く
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
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集
会
３
日
目
（
７
月
13
日
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
埼

玉
県
本
部
に
よ
る
企
画
。
郷
土
料
理
の
調
理
、
運
動
あ
そ
び

を
楽
し
く
体
験
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
７
月　
日
）

　

全
国
保
育
集
会
に
は
、

自
治
労
公
営
企
業
評
議
会

の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
め
ぐ
る
ち
ゃ
ん
」
も
登

場
し
ま
し
た
。
今
回
が
初

の
お
目
見
え
で
、
集
会
参

加
者
に
モ
テ
モ
テ
。
自
治

労
水
週
間
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

こ
の
着
ぐ
る
み
の
中
に

入
っ
た
の
は
、
川
越
市
職

の
横
溝
光
男
さ
ん
（
県
本

部
副
委
員
長
・
県
本
部
公

企
評
事
務
局
長
）
。
あ
な

た
も
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
＝
写
真

は
「
さ
い
た
ま
共
済
会

館
」
で
７
月
13
日

■来年の第36回全国保育集会は山口県山口市で開かれ
ます。日程は2015年７月24～26日。開催担当県となる山
口県本部の副委員長の豊村雄二さんは「最大限の、心か
らのおもてなしをしたい。全国からご参加の皆さんを歓迎
します」とあいさつしました。＝さいたま市「大宮ソニック
シティ」で7月11日

「めぐるちゃん」
公企キャラも登場

13

来
年
は
山
口
で

会
い
ま
し
ょ
う

1300

埼
玉
で
初
開
催 

全
国
か
ら
　
人

埼
玉
で
初
開
催 

全
国
か
ら
　
人
1300

埼
玉
で
初
開
催 

全
国
か
ら
　
人
1300

さ
ん

さ
ん

　
集
会
の
２
・
３
日
目
に
開
か
れ
た
　
分
科
会
と
５
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
で
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
来
年
施
行
さ
れ
る
中
で
、
自
治
体
が
積
極
的
な
役
割
を
は

た
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
職
場
の
課
題
を
出
し

合
い
な
が
ら
活
発
に
議
論
し
ま
し
た
。

（3）彩通信　No.3 2014年8月8日（2）
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見
直
し
、

防

災

頭

巾
・
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ

ル
の
完
備

（
す
ぐ
履

い
て
す
ぐ

逃
げ
る
）

な
ど
、
数

多
く
の
実

践
例
が
報

告
さ
れ
ま

し
た
。
参

加
者7

8

人
。

■
「
人
権

を

大

切

に
、
と
も

に
育

つ
保
育
」

＝　

「
否

定
せ
ず
肯

定
す
る
。

あ
り
の
ま

ま
を
受
け

止
め
る
」

「
子
ど
も

の
行
動
に

は
必
ず
意

味

が

あ

る
。
そ
れ

を
読
み
取

る

」

な

ど
。
人
権

尊
重
の
意

見
直
し
、

防

災

頭

巾
・
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ

ル
の
完
備

（
す
ぐ
履

い
て
す
ぐ

逃
げ
る
）

な
ど
、
数

多
く
の
実

践
例
が
報

告
さ
れ
ま

し
た
。
参

加
者7

8

人
。

■
「
人
権

を

大

切

に
、
と
も

に
育

つ
保
育
」

＝　

「
否

定
せ
ず
肯

定
す
る
。

あ
り
の
ま

ま
を
受
け

止
め
る
」

「
子
ど
も

の
行
動
に

は
必
ず
意

味

が

あ

る
。
そ
れ

を
読
み
取

■
「
多
様
な
保
育
〜
地
域
か
ら
求

め
ら
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
」
＝
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
す
る
一
方
で
、
「
今
の
保

護
者
は
人
間
関
係
が
苦
手
。
保
育

所
と
の
関
係
が
薄
い
」
と
い
う
指

摘
も
。
共
同
作
業
の
中
で
じ
か
に

親
と
触
れ
合
う
大
切
さ
を
考
え
ま

し
た
。
設
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ

た
地
方
版
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
」
に
も
議
論
が
及
び
ま

し
た
。
参
加
者
67
人
。

■
「
社
会
的
養
護
」
＝
貧
困
や

孤
独
な
ど
で
、
社
会
的
養
護
を
必

要
と
し
て
い
る
子
ど
も
。
児
童
虐

待
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「
貧
困
に
対
す
る
一
番
の
砦
」
と

さ
れ
る
保
育
所
の
役
割
を
議
論
し

ま
し
た
。
「
家
庭
支
援
専
門
員

（
保
育
士
）
は
必
要
で
す
」
と
い

う
意
見
や
、
「
児
童
福
祉
の
現
場

に
も
っ
と
財
源
を
配
分
し
て
」
と

い
う
声
も
。
参
加
者
19
人
。

■
「
幼
児
期
と
学
齢
期
の
接
続
」

＝
７
件
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
に
対
し
て

質
疑
応
答
。
参
加
者
か
ら
は
「
保
育

所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
連
携
は
と

れ
て
い
る
所
が
多
い
が
、
学
童
保
育

に
は
ま
っ
た
く
情
報
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
22
人
。

■
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
＝
講
座

を
参
加
し
て
、
ス
ト
レ
ス
緩
和
の

方
法
（
腕
を
振
る
だ
け
の
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
や
呼
吸
法
の
工
夫
な

ど
、
簡
単
に
で
き
る
方
法
）
を

知
っ
た
こ
と
は
、
収
穫
で
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

人
に
は
、
「
が
ん
ば
れ
！
」
と
声

を
掛
け
る
の
で
は
な
く
、
「
よ
ろ

し
け
れ
ば
お
話
を
伺
い
ま
す
よ
」

と
い
う
共
感
的
理
解
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
ま

し
た
。
参
加
者
80
人
。

■
「
保
護
者
対
応
」
＝
保
護
者
対

応
に
苦
悩
す
る
場
合
で
も
、
「
ト

ラ
ブ
ル
と
考
え
る
前
に
、
そ
の
よ

う
な
保
護
者
は
心
に
鎧
を
つ
け
て

い
る
人
な
の
で
、
北
風
で
は
な
く

太
陽
の
気
持
ち
で
対
応
し
て
あ
げ

る
」
と
い
う
講
師
の
助
言
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
（
一

人
で
悩
ま
ず
）
職
場
全
員
で
保
育

の
課
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者

１
０
１
人
。

「
い
や
あ
、
今
日
も
暑
い
ね
」
。

気
温
36
度
の
猛
暑
の
中
、
大
宮
・

浦
和
・
与
野
本
町
の
各
駅
周
辺

で
、
参
加
者
を
会
場
に
誘
導
し
ま

し
た
。
担
当
し
た
の
は
、
現
業
評

や
公
営
競
技
の
埼
競
労
な
ど
。
写

真
は
、
県
庁
前
に
立
つ
公
共
民
間

労
組
協
の
橋
本
武
朋
さ
ん
（
小
菅

委
託
ユ
ニ
オ
ン
）
。

全
国
か
ら
の
参
加
者

に
駅
頭
で
会
場
案
内

保
護
者
対
応
・
メ
ン
タ
ル
対
策

な
ど
職
場
の
実
践
例
か
ら
学
ぶ

分 

科 

会
（
７
月　
・　
日
）

13
12

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座（
７
月　
日
）

13

「保育制度改革」の分科会。来年、本格実施される
「子ども・子育て支援新制度」をめぐり、自治体と国
の役割、そして自治労の具体的な取り組みについ
て学習を深めた＝「ＪＡ共済埼玉ビル」で７月12日

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」の
講
座
。参
加
者
の

表
情
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
＝「
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
ティ
ビ
ル
」で
７
月
13
日

■「埼玉県本部デザインの記念T
シャッツがほぼ完売！ありがとうご
ざいました」。写真は販売担当の加
須市職の皆さん。左から、委員長の
相澤睦さん・近藤静香さん・眞中俊
典さん＝全体集会の会場の「大宮ソ
ニックシティ」で7月11日

記念Tシャッツ
完売に感謝

子
育
て
支
援
の
充
実
と

質
の
高
い
保
育
の
実
現
を

子
育
て
支
援
の
充
実
と

質
の
高
い
保
育
の
実
現
を

始まる「新制度」

始まる「新制
度」

始まる「新制
度」



■
「
子
育
ち
を
支
え
つ
な
ぐ
地
域

の
連
携
」
＝
参
加
者
56
人
。
現
在

の
受
け
皿
不
足
（
人
員
も
保
育
所

な
ど
の
施
設
も
）
や
各
機
関
が
問

題
を
抱
え
込
ん
で
情
報
共
有
が
で

き
て
い
な
い
問
題
を
急
ぎ
解
消
し

て
い
く
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

■
「
災
害
・
防
災
」
＝
東
日
本
大

震
災
か
ら
３
年
。
災
害
時
に
子
ど

も
を
ど
う
守
る
か
。
避
難
経
路
の

見
直
し
、
防
災
頭
巾
・
ビ
ー
チ
サ

ン
ダ
ル
の
完
備
（
す
ぐ
履
い
て
す

ぐ
逃
げ
る
）
な
ど
、
数
多
く
の
実

践
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
78
人
。

■
「
人
権
を
大
切
に
、
と
も
に
育

つ
保
育
」
＝
「
否
定
せ
ず
肯
定
す

る
。
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
止
め

る
」
「
子
ど
も
の
行
動
に
は
必
ず

意
味
が
あ
る
。
そ
れ
を
読
み
取

る
」
な
ど
。
人
権
尊
重
の
意
味
、

接
し
方
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

69
人
。

■
「
障
害
児
保
育
、
気
に
な
る
子

へ
の
支
援
」
＝
子
ど
も
の
「
困
っ

た
感
」
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
支

援
の
手
立
て
が
見
え
て
く
る
。
発

達
支
援
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
講

師
の
説
明
が
分
か
り
や
す
く
好

評
。
参
加
者
２
３
８
人
。

■
「
幼
稚
園
」
＝
「
新
制
度
」
の

中
で
、
幼
保
連
携
型
こ
ど
も
園
の

認
可
基
準
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
幼
稚
園
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
新
制
度
」
に
関
す
る
職
場
学
習

会
を
開
催
し
て
い
る
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
財
源
の
確

保
・
職
員
配
置
基
準
の
改
善
、
待

機
児
童
解
消
の
た
め
の
面
積
基
準

の
緩
和
反
対
な
ど
、
自
治
労
本
部

に
取
り
組
み
強
化
を
求
め
る
意
見

も
。
参
加
者
41
人
。

■
「
『
食
』
の
対
応
」
＝
参
加
者

（
調
理
員
）
の
感
想
を
掲
載
し
ま

す
。
「
乳
児
の
食
育
に
つ
い
て
、

保
育
士
が
紙
芝
居
・
絵
本
・
歌
な

ど
を
通
し
て
上
手
に
食
育
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
職

種
は
違
っ
て
も
子
ど
も
を
想
う
気

持
ち
は
一
緒
で
す
」
。
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
議
論
。
参
加

者
１
２
６
人
。

■
「
学
童
期
に
携
わ
る
指
導
員
へ

の
現
場
支
援
」
＝
現
場
で
す
ぐ
生

か
せ
る
講
演
が
好
評
。
具
体
的
な

困
難
ケ
ー
ス
ご
と
に
、
子
ど
も
・

保
護
者
・
指
導
員
の
信
頼
関
係
づ

く
り
の
た
め
の
実
践
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
45

人
。

■
「
保
育
の
質
の
向
上
〜
保
育
労

働
者
（
正
規
・
非
正
規
）
の
処
遇

改
善
と
組
織
化
」
＝
全
国
の
事
例

を
紹
介
し
、
非
正
規
職
員
の
組
織

化
や
処
遇
改
善
た
め
の
活
動
ノ
ウ

ハ
ウ
や
情
報
を
交
換
。
「
非
正
規

の
組
織
化
は
、
保
育
の
質
の
向
上

の
た
め
に
必
要
」
で
あ
る
こ
と
を

参
加
者
で
確
認
し
ま
し
た
。
参
加

者
49
人
。

■
「
保
育
制
度
改
革
」
＝
「
新
制

度
」
を
中
心
に
学
習
。
行
政
報
告

（
厚
労
省
）
に
続
き
、
自
治
労
本

部
が
基
調
提
起
。
質
問
・
意
見
も

多
数
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
保
育
士
だ
け
で
は
な
く
、
事

務
方
の
苦
労
や
自
治
労
の
取
り
組

み
を
知
り
、
こ
の
問
題
を
広
い
視

野
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」
。
参
加
者
２
７
１
人
。

■
「
自
治
労
の
保
育
運
動
」
＝
自

治
労
の
保
育
３
原
則
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
公
立
保
育
所
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
習
。
反
響
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
藤
沢
市
の
特
別
報

告
「
公
立
保
育
所
の
将
来
像
獲
得

を
か
け
た
取
り
組
み
」
で
し
た
。

こ
の
他
、
民
営
化
を
進
め
る
当
局

に
対
す
る
組
合
の
あ
り
方
（
県
本

部
と
の
連
携
）
、
施
設
の
建
て
替

え
予
算
の
確
保
な
ど
で
質
問
も
。

参
加
者
１
８
３
人
。

■
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
児
童

館
〜
新
制
度
に
対
す
る
自
治
労
の

取
り
組
み
」
＝
国
は
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
新
基
準
を
示
し
、
各
自

治
体
も
条
例
改
正
に
動
き
出
し
ま

し
た
。
議
会
傍
聴
や
議
員
か
ら
の

情
報
収
集
を
含
め
、
条
例
の

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
「
新
制
度
」
は
、

組
合
で
も
十
分
な
学
習
が
重
要
と

も
。
参
加
者
45
人
。

■
「
臨
時
・
非
常
勤
職
員
」
＝
自

治
体
職
場
で
、
特
に
非
正
規
職
員

の
比
率
が
高
い
の
が
保
育
・
学
童

現
場
。
「
非
正
規
職
員
の
組
合
を

結
成
す
る
方
法
は
？
」
「
組
合
加

入
を
ど
う
呼
び
か
け
る
か
」
な
ど

の
質
問
に
豊
富
な
実
例
報
告
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

者
30
人
。

■
「
保
育
現
業
」
＝
自
園
調
理
９

割
を
占
め
る
保
育
所
給
食
に
も
、

コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に
外
部
委
託

が
増
加
。
対
抗
策
と
し
て
「
食
育

の
推
進
」
「
自
分
た
ち
の
仕
事
を

地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
」
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
「
市

役
所
お
仕
事
展
」
や
市
民
む
け
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
取

り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
62
人
。

2014年７月11日～13日　 第35回  全国保育集会 in埼玉

通信
いろどり

sスカートの裾はサクラ
ソウ（埼玉県花）。暑い
ハート（太陽）を持って
いる、お芋の妖精です。
（サツマイモは江戸時代
から川越周辺で盛んに
栽培されてきました）
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No.3

大宮ソニックシティ大ホール　13時30分～

９つの分科会　さいたま市内各会場

■歓迎アトラクション「秩父屋台囃子」
■あいさつ・基調提起
■記念講演「保育・教育職場で働くあなたに贈る音楽」
　ピアニスト　島筒英夫さん（ピアノ弾き語り演奏）
　※「さよならぼくたちの保育園」など保育・幼児教育の
　　現場ではおなじみの作曲家

　 子どもの未来を彩ろう
集おう  語ろう  彩の国

埼玉県現地実行委員会は全国から参加する働く仲間を大歓迎します

そしてあなたの参加をお待ちしています

１．子育ちを支えつなぐ地域の連携　２．災害・防災　３．人権

を大切に、ともに育つ保育　４．障害児保育、気になる子への

支援　５．幼稚園　６．『食』の対応　７．学齢期に携わる指導

員への現場支援　８．保育の質の向上～保育労働者（正規・非

正規）の処遇改善と組織化　９．保育制度改革

分科会

１．自治労の保育運動　２．放課後児童クラブ・児童館　３．臨

時・非常勤職員　４．保育現業

ステップアップ講座

Ａ．多様な保育～地域から求められる子ども・子育て支援～　

Ｂ．社会的擁護　Ｃ．幼児期と学童期の接続　Ｄ．メンタルヘ

ルス　Ｅ．保護者対応

ワークショップ

ア．いがまんじゅう作り　イ．運動あそびⅠ 日常保育から運動

会へ　ウ．運動あそびⅡ すべての子どもを運動好きに！

フィールドワーク

エ．（県西）原爆の図丸木美術館見学と小江戸川越蔵の街散策

　オ．（県東）映画「のぼうの城」の舞台忍城とさきたま古墳の

歴史探訪　カ．（県北）秩父長瀞ライン下りとうどん作りの体験

7月11日（金）〈1日目〉全体会

7月12日（土）〈2日目〉

7月13日（日）〈3日目〉

テーマ

■全国保育集会の全体集会（７
月11日）で総合司会として活躍
したのは、渋谷香織さん（越谷
市職・児童発達支援センター）
と森川裕也さん（北本市職労・
栄保育所）のお二人の保育士さ
ん。本当にお疲れ様でした。

玉
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た

全
国
保
育
集
会
に
、
全
国

か
ら
ご
参
加
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
そ
の
後
、
お
元
気
で

す
か
。

　

集
会
初
日
の
７
月
11
日
、
全
体

集
会
が
開
か
れ
た
「
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
」
大
ホ
ー
ル
は
、
１
３

０
０
人
の
参
加
者
で
大
賑
わ
い
で

し
た
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

「
秩
父
屋
台
囃
子
」
、
自
治
労
本

部
の
荒
金
廣
明
副
委
員
長
・
埼
玉

県
本
部
の
持
田
明
彦
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
に
続

き
、
「
子
ど
も
の
た
め
の
保
育
の

質
の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
リ
レ
ー

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
育

現
場
と
保
護
者
の
立
場
か
ら
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
」
（
２
１
０
５
年
４

月
施
行
）
を
前
に
有
意
義
な
内
容

に
な
り
ま
し
た
。―

そ
れ
に
し

て
も
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
島
筒
英
夫

さ
ん
の
ト
ー
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
は

良
か
っ
た
で
す
ね
。

　

あ
ふ
れ
る
優
し
さ
と
勇
気
に
、

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

「子どもの未来 彩る運動を」

「
さ
よ
な
ら
ぼ
く
ら
の
保
育
園（
幼
稚
園
）」を
、作
曲
者
の
島
筒
英
夫
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
う
埼
玉
の
組
合
員
。全
国
か
ら
の
参
加
者
と
合
唱

（
写
真
右
下
）=「
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ティ
」で
７
月
11
日

自
治
労
第
　
回
保
育
集
会埼

35

総合司会で活躍
森川 ・渋谷 

  

い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り

　

埼
玉
県
羽
生
市
な
ど
北
埼
玉
地

域
の
郷
土
料
理
「
い
が
ま
ん
じ
ゅ

う
」
は
、
栗
の
イ
ガ
の
よ
う
に
赤

飯
で
分
厚
く
覆
わ
れ
た
饅
頭
。
参

加
者
37
人
が
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
「
作
る
・
味
わ
う
」
を
体

験
し
た
。
＝
写
真
上

　

保
育
所
調
理
員
も
多
数
参
加
し

た
会
場
で
は
、
「
い
が
ま
ん
じ
ゅ

う
」
が
蒸
し
上
っ
た
瞬
間
、
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
「
お

や
つ
で
も
饅
頭
を
出
し
て
い
る

が
、
赤
飯
を
包
む
発
想
が
面
白

い
」
「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

作
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
感
想

も
。
同
時
に
作
っ
た
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

う
ど
ん
も
好
評
で
し
た
。

  

運
動
あ
そ
び
Ⅰ

  

日
常
保
育
か
ら
運
動
会
へ

　

参
加
者
83
人
が
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
運
動

あ
そ
び
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
、
実
践
に
活
用
で
き
る
ダ
ン

ス
・
マ
ス
ゲ
ー
ム
も
多
数
紹
介
。

楽
し
く
体
感
で
き
ま
し
た
。
「
日

頃
の
仕
事
の
疲
れ
を
忘
れ
て
楽
し

め
た
」
と
い
う
声
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。
＝
写
真
左
上

  

運
動
あ
そ
び
Ⅱ

  

す
べ
て
の
子
ど
も
を
運
動
好
き
に

　

参
加
者
92
人
。
ス
ク
ー
ル
形
式

で
講
師
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
お
話

と
ス
ク
リ
ー
ン
で
身
体
の
動
き
を

学
習
。

「
片
足
を
ケ
ガ
し
た
熊
」
と
い

う
設
定
で
四
つ
這
い
で
進
む
例
か

ら
、
腕
・
肩
・
足
の
筋
力
が
つ

き
、
そ
し
て
足
を
広
げ
て
進
む
こ

と
で
跳
び
箱
を
飛
ぶ
力
が
付
く
こ

と
な
ど
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と

で
身
体
に
力
が
付
い
て
い
く
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
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集
会
３
日
目
（
７
月
13
日
）
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
埼

玉
県
本
部
に
よ
る
企
画
。
郷
土
料
理
の
調
理
、
運
動
あ
そ
び

を
楽
し
く
体
験
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
７
月　
日
）

　

全
国
保
育
集
会
に
は
、

自
治
労
公
営
企
業
評
議
会

の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
め
ぐ
る
ち
ゃ
ん
」
も
登

場
し
ま
し
た
。
今
回
が
初

の
お
目
見
え
で
、
集
会
参

加
者
に
モ
テ
モ
テ
。
自
治

労
水
週
間
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

こ
の
着
ぐ
る
み
の
中
に

入
っ
た
の
は
、
川
越
市
職

の
横
溝
光
男
さ
ん
（
県
本

部
副
委
員
長
・
県
本
部
公

企
評
事
務
局
長
）
。
あ
な

た
も
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
＝
写
真

は
「
さ
い
た
ま
共
済
会

館
」
で
７
月
13
日

■来年の第36回全国保育集会は山口県山口市で開かれ
ます。日程は2015年７月24～26日。開催担当県となる山
口県本部の副委員長の豊村雄二さんは「最大限の、心か
らのおもてなしをしたい。全国からご参加の皆さんを歓迎
します」とあいさつしました。＝さいたま市「大宮ソニック
シティ」で7月11日

「めぐるちゃん」
公企キャラも登場

13

来
年
は
山
口
で

会
い
ま
し
ょ
う

1300

埼
玉
で
初
開
催 

全
国
か
ら
　
人

埼
玉
で
初
開
催 

全
国
か
ら
　
人
1300

埼
玉
で
初
開
催 

全
国
か
ら
　
人
1300

さ
ん

さ
ん

　
集
会
の
２
・
３
日
目
に
開
か
れ
た
　
分
科
会
と
５
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
で
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
来
年
施
行
さ
れ
る
中
で
、
自
治
体
が
積
極
的
な
役
割
を
は

た
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
職
場
の
課
題
を
出
し

合
い
な
が
ら
活
発
に
議
論
し
ま
し
た
。
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13

見
直
し
、

防

災

頭

巾
・
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ

ル
の
完
備

（
す
ぐ
履

い
て
す
ぐ

逃
げ
る
）

な
ど
、
数

多
く
の
実

践
例
が
報

告
さ
れ
ま

し
た
。
参

加
者7

8

人
。

■
「
人
権

を

大

切

に
、
と
も

に
育

つ
保
育
」

＝　

「
否

定
せ
ず
肯

定
す
る
。

あ
り
の
ま

ま
を
受
け

止
め
る
」

「
子
ど
も

の
行
動
に

は
必
ず
意

味

が

あ

る
。
そ
れ

を
読
み
取

る

」

な

ど
。
人
権

尊
重
の
意

見
直
し
、

防

災

頭

巾
・
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ

ル
の
完
備

（
す
ぐ
履

い
て
す
ぐ

逃
げ
る
）

な
ど
、
数

多
く
の
実

践
例
が
報

告
さ
れ
ま

し
た
。
参

加
者7

8

人
。

■
「
人
権

を

大

切

に
、
と
も

に
育

つ
保
育
」

＝　

「
否

定
せ
ず
肯

定
す
る
。

あ
り
の
ま

ま
を
受
け

止
め
る
」

「
子
ど
も

の
行
動
に

は
必
ず
意

味

が

あ

る
。
そ
れ

を
読
み
取

■
「
多
様
な
保
育
〜
地
域
か
ら
求

め
ら
れ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
」
＝
子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
す
る
一
方
で
、
「
今
の
保

護
者
は
人
間
関
係
が
苦
手
。
保
育

所
と
の
関
係
が
薄
い
」
と
い
う
指

摘
も
。
共
同
作
業
の
中
で
じ
か
に

親
と
触
れ
合
う
大
切
さ
を
考
え
ま

し
た
。
設
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ

た
地
方
版
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
会
議
」
に
も
議
論
が
及
び
ま

し
た
。
参
加
者
67
人
。

■
「
社
会
的
養
護
」
＝
貧
困
や

孤
独
な
ど
で
、
社
会
的
養
護
を
必

要
と
し
て
い
る
子
ど
も
。
児
童
虐

待
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「
貧
困
に
対
す
る
一
番
の
砦
」
と

さ
れ
る
保
育
所
の
役
割
を
議
論
し

ま
し
た
。
「
家
庭
支
援
専
門
員

（
保
育
士
）
は
必
要
で
す
」
と
い

う
意
見
や
、
「
児
童
福
祉
の
現
場

に
も
っ
と
財
源
を
配
分
し
て
」
と

い
う
声
も
。
参
加
者
19
人
。

■
「
幼
児
期
と
学
齢
期
の
接
続
」

＝
７
件
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
に
対
し
て

質
疑
応
答
。
参
加
者
か
ら
は
「
保
育

所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
の
連
携
は
と

れ
て
い
る
所
が
多
い
が
、
学
童
保
育

に
は
ま
っ
た
く
情
報
が
伝
わ
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
者
22
人
。

■
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
＝
講
座

を
参
加
し
て
、
ス
ト
レ
ス
緩
和
の

方
法
（
腕
を
振
る
だ
け
の
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
や
呼
吸
法
の
工
夫
な

ど
、
簡
単
に
で
き
る
方
法
）
を

知
っ
た
こ
と
は
、
収
穫
で
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

人
に
は
、
「
が
ん
ば
れ
！
」
と
声

を
掛
け
る
の
で
は
な
く
、
「
よ
ろ

し
け
れ
ば
お
話
を
伺
い
ま
す
よ
」

と
い
う
共
感
的
理
解
に
努
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
ま

し
た
。
参
加
者
80
人
。

■
「
保
護
者
対
応
」
＝
保
護
者
対

応
に
苦
悩
す
る
場
合
で
も
、
「
ト

ラ
ブ
ル
と
考
え
る
前
に
、
そ
の
よ

う
な
保
護
者
は
心
に
鎧
を
つ
け
て

い
る
人
な
の
で
、
北
風
で
は
な
く

太
陽
の
気
持
ち
で
対
応
し
て
あ
げ

る
」
と
い
う
講
師
の
助
言
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
（
一

人
で
悩
ま
ず
）
職
場
全
員
で
保
育

の
課
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者

１
０
１
人
。

「
い
や
あ
、
今
日
も
暑
い
ね
」
。

気
温
36
度
の
猛
暑
の
中
、
大
宮
・

浦
和
・
与
野
本
町
の
各
駅
周
辺

で
、
参
加
者
を
会
場
に
誘
導
し
ま

し
た
。
担
当
し
た
の
は
、
現
業
評

や
公
営
競
技
の
埼
競
労
な
ど
。
写

真
は
、
県
庁
前
に
立
つ
公
共
民
間

労
組
協
の
橋
本
武
朋
さ
ん
（
小
菅

委
託
ユ
ニ
オ
ン
）
。

全
国
か
ら
の
参
加
者

に
駅
頭
で
会
場
案
内

保
護
者
対
応
・
メ
ン
タ
ル
対
策

な
ど
職
場
の
実
践
例
か
ら
学
ぶ

分 
科 
会
（
７
月　
・　
日
）

13
12

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座（
７
月　
日
）

13

「保育制度改革」の分科会。来年、本格実施される
「子ども・子育て支援新制度」をめぐり、自治体と国
の役割、そして自治労の具体的な取り組みについ
て学習を深めた＝「ＪＡ共済埼玉ビル」で７月12日

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」の
講
座
。参
加
者
の

表
情
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
＝「
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
ティ
ビ
ル
」で
７
月
13
日

■「埼玉県本部デザインの記念T
シャッツがほぼ完売！ありがとうご
ざいました」。写真は販売担当の加
須市職の皆さん。左から、委員長の
相澤睦さん・近藤静香さん・眞中俊
典さん＝全体集会の会場の「大宮ソ
ニックシティ」で7月11日

記念Tシャッツ
完売に感謝

子
育
て
支
援
の
充
実
と

質
の
高
い
保
育
の
実
現
を

子
育
て
支
援
の
充
実
と

質
の
高
い
保
育
の
実
現
を

始まる「新制度」

始まる「新制
度」

始まる「新制
度」


